
今こそ、
日本の農業課題を

ポジティブ転換！
『進価』すべき、
農政力。コロナ時代を生き抜き、

地域農業を守る一手とは？

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
前
例
の
な
い
非
常
事
態
に
お
い

て
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、

法
令
的
に
も
、
政
策
判
断
に
お
い
て
も
、
国
が
迅
速

に
動
け
な
い
こ
と
が
露
呈
さ
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
市

町
村
な
ど
、
基
礎
的
自
治
体
の
持
つ
役
割
は
大
き
い
。

こ
う
し
た
有
事
の
際
は
特
に
、
自
治
体
の
特
性
を
生

か
し
た
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　
行
政
学
を
専
門
と
す
る
東
京
都
立
大
学
の
大
杉
覚

教
授
は
、「
地
域
住
民
に
と
っ
て
市
町
村
は
〈
最
も

身
近
な
政
府
〉
で
す
。
よ
り
早
く
実
情
を
把
握
で
き
、

行
動
に
移
せ
る
先
端
の
機
関
。
自
治
体
に
は
法
的
な

権
限
や
財
源
な
ど
の
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
国
や
県

と
は
対
等
な
協
力
関
係
に
あ
り
、
末
端
機
関
と
い
う

位
置
づ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
そ
の
重
要
性
を

提
起
す
る
。

 

「
自
治
体
に
は
『
近
接
性
』『
現
場
性
』『
公
開
性
』

『
先
端
性
』の
４
つ
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。
住
民
と
物

理
的
、
心
理
的
に
近
く
、
施
策
の
結
果
や
反
応
を
肌

で
感
じ
、
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
住
民

に
対
し
て
オ
ー
プ
ン
な
存
在
な
の
で
、
地
域
の
実
情

に
沿
っ
た
機
敏
な
政
策
立
案
が
可
能
で
す
」

　
こ
う
し
た
自
治
体
な
ら
で
は
の
機
動
力
を
生
か
す

に
は
、「
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
政
策
づ
く
り
」
が
急
務

だ
。

 

「
地
域
の
実
情
を
正
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
、
的
を

射
た
解
決
策
を
形
成
で
き
ま
せ
ん
。
日
常
業
務
で
デ

ー
タ
化
で
き
る
も
の
は
継
続
的
に
蓄
積
し
、『
見
え
る

　
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
高
ま
っ
て
い
る
の
が
、
消

費
者
の
食
や
農
畜
産
物
に
対
す
る
〝
安
心
・
安

全
〟
の
意
識
だ
。
そ
の
結
果
、「
誰
が
、
ど
ん
な

プ
ロ
セ
ス
で
生
産
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
産

地
や
流
通
へ
の
関
心
が
、
以
前
に
も
増
し
て
高

ま
っ
て
い
る
。
全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
に
経
営
助
言

を
行
う
、
中
央
大
学
の
杉
浦
宣
彦
教
授
に
よ
れ

ば
、
農
業
や
産
地
に
対
す
る
関
心
度
が
高
ま
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
都
市
型
Ｊ
Ａ
の
売
り
上
げ
が

向
上
す
る
一
方
で
、
Ｊ
Ａ
全
体
の
売
り
上
げ
は

伸
び
悩
む
事
態
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。

 
「
大
消
費
地
の
市
場
に
各
地
か
ら
農
産
物
が
流

入
す
る
こ
と
で
価
格
競
争
が
生
じ
、
価
格
が
低

下
し
て
い
ま
す
。
都
市
近
郊
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
の

売
り
上
げ
は
20
％
程
度
増
加
し
ま
し
た
が
、
価

格
下
落
の
あ
お
り
を
受
け
た
地
方
の
生
産
者
、

そ
し
て
Ｊ
Ａ
全
体
は
、
売
上
減
少
の
傾
向
に
あ

る
の
で
す
」

　
今
の
流
通
構
造
は
大
都
市
圏
の
Ｊ
Ａ
や
直
売

所
に
は
プ
ラ
ス
だ
が
、
地
方
産
地
の
Ｊ
Ａ
に
は

マ
イ
ナ
ス
に
働
い
た
こ
と
に
な
る
。

 

「
従
来
の
大
量
生
産
、大
量
流
通
、産
地
競
争
は
、

果
た
し
て
正
し
か
っ
た
の
か
？
　
各
地
で
議
論

と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
全
国
上
位
の
農

産
物
生
産
量
を
誇
る
あ
る
県
で
は
、
県
内
産
の

野
菜
は
主
に
東
京
へ
出
荷
さ
れ
る
た
め
、
県
内

で
は
他
県
産
が
流
通
し
て
い
ま
す
。
農
産
物
の

データに基づいた政策づくりを支える「農業中間支援組織」の創設

「産地を見える化」して、消費者ニーズを解き明かす

デ
ー
タ
の「
見
え
る
化
」「
共
有
」「
分
析
」で
、

地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
解
決
策
を
打
ち
出
す

大
杉 

覚 

教
授

杉
浦 

宣
彦 

教
授
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大杉覚教授
東京都立大学法学部教
授。専門は行政学・都市
行政論。（一財）地域活性
化センター「全国地域リー
ダー養成塾」主任講師な
ど国や自治体の審議会委
員などを多数歴任している

杉浦宣彦教授
中央大学大学院戦略
経営研究科教授。企
業法務、金融法、IT
関連法が専門。JAグ
ループの自己革新に
関する有識者会議の
座長などを歴任

化
』
す
る
。
デ
ー
タ
か
ら
解
決
策
を
読
み
取
る
観
点

を
、
行
政
職
員
も
さ
ら
に
伸
ば
す
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
庁
内
の
シ
ス
テ
ム
化
に
も
関
わ
る
こ
と
な
の

で
、
首
長
の
判
断
も
必
要
で
す
ね
」

　
た
だ
し
、
デ
ー
タ
化
は
エ
ビ
デ
ン
ス
至
上
主
義
を

意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
。

 

「
実
現
し
た
い
政
策
や
地
域
像
な
ど
、
自
治
体
職
員

と
し
て
の
信
念
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
裏
付
け
と

な
る
根
拠
を
デ
ー
タ
化
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

同
時
に
、
こ
の
信
念
（
地
域
政
策
）
に
共
感
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
住
民
と
の
恒
常
的
な
対
話
も
肝
心
で

す
」

　
自
治
体
の
持
つ
「
公
開
性
」
は
、
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
つ
な
ぐ
役
割
も
担
う
。

 

「
農
業
分
野
で
言
え
ば
、
地
域
の
消
費
者
、
生
産
者
、

生
産
法
人
、
自
治
体
間
連
携
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
特
性
に
応
じ
た
対
応
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
栽
培

指
導
、
補
助
金
の
申
請
業
務
、
経
営
支
援
、
自
治
体

間
の
広
域
連
携
な
ど
、
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
ト

ー
タ
ル
な
政
策
力
が
試
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」

　
一
方
で
、
市
町
村
合
併
な
ど
に
よ
り
行
政
職
員
の

担
当
エ
リ
ア
が
広
が
り
、
き
め
細
か
な
対
応
が
難
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
も
事
実
だ
。
こ
う
し
た
行
政
の

実
情
を
踏
ま
え
、「
農
業
分
野
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
間

支
援
組
織
の
構
築
が
必
要
な
段
階
」
と
大
杉
教
授
は

見
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
治
体
と
Ｊ
Ａ
が
旗
振
り
役

と
な
り
、
栽
培
技
術
、
農
業
経
営
、
デ
ー
タ
の
見
え

る
化
、
申
請
事
務
、
広
域
連
携
な
ど
、
各
分
野
に
適

し
た
指
導
や
業
務
が
で
き
る
人
材
を
集
め
、
チ
ー
ム

を
構
築
。
地
域
の
人
材
で
構
成
で
き
れ
ば
、
新
た
な

交
流
が
生
ま
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

　
自
治
体
の
４
つ
の
特
性
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
裏
付

け
さ
れ
た
信
念
と
農
業
政
策
が
加
わ
る
こ
と
で
、
課

題
解
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
大
き
く
変
容
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

価
格
を
適
正
に
維
持
す
る
た
め
に
も
、
隣
県
と

組
み
、
域
内
の
農
産
物
を
相
互
に
流
通
さ
せ
る

仕
組
み
が
必
要
で
す
。
す
で
に
、
近
県
連
携
の

検
討
を
進
め
る
県
や
Ｊ
Ａ
も
出
て
い
ま
す
ね
」

　
流
通
の
在
り
方
を
見
直
す
と
同
時
に
、
杉
浦

教
授
は
、
日
本
の
農
業
に
は
、
根
本
的
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

 

「
ど
の
産
地
で
、
ど
ん
な
農
産
物
が
、
い
つ
、
ど

れ
だ
け
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
、
タ
イ
ム
リ
ー

に
市
場
や
国
な
ど
が
デ
ー
タ
と
し
て
把
握
で
き

て
い
な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。
単
位
農
協
で
も
、

担
当
者
は
把
握
し
て
い
て
も
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
デ
ー
タ
の

見
え
る
化
や
共
有
を
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
も
不
可
欠
で
あ
る
。
　
　  

 

「
消
費
者
は
、
日
頃
、
農
産
物
を
ど
う
や
っ
て

調
理
し
、
ど
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
の
か
。
カ

ッ
ト
野
菜
の
需
要
増
な
ど
消
費
動
向
を
把
握
す

る
こ
と
で
、
産
地
側
は
品
種
改
良
や
生
産
計
画

の
検
討
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
」

　
市
場
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
た
結
果
を
も
と

に
、
打
つ
べ
き
施
策
を
企
画
し
、
単
位
農
協
独

自
に
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
る
事
例
も
増
え
て

い
る
。

　
大
量
生
産
、
大
量
流
通
か
ら
脱
し
、
多
様
化

し
た
ニ
ー
ズ
に
ど
う
対
応
す
る
か
。
消
費
者
は
、

最
終
的
に
ど
ん
な
農
産
物
を
、
ど
う
い
う
形
で

受
け
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら

を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
品
目
、
産
地
、
生
産

量
、
産
出
額
な
ど
を
共
有
デ
ー
タ
化
し
、
産
地

の
現
状
を
改
め
て
把
握
す
る
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
。
こ
れ
ら
は
、
産
地
の
現
状
を
現
す
客
観

デ
ー
タ
で
あ
る
と
同
時
に
、
消
費
動
向
を
測
る

指
標
に
も
な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

データに基づいた政策づくりを支える「農業中間支援組織」の創設

「産地を見える化」して、消費者ニーズを解き明かす

自治体にできることとは？

JAにできることとは？

コロナ禍で消費者の食生活、生活意識、流通構造が大きく変わる中、農業への関心が
かつてないほど高まりを見せている。急激な社会情勢の変化は、農業においても
無関係ではない。むしろ、「担い手不足」「販路の固定化」「耕作放棄地」などの

日本の根深い農業課題を解決しうる可能性が見えてきた。困難を味方に、地域の課題解決に
向けてスピードアップを始めた自治体とJAの取り組みを検証する。
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コロナ禍で暮らしや働き方が大きく変わり、移住を考え始める人が都市部
で増えている。自然を相手にした仕事に憧れながらも、新しい土地での暮
らしには多くの不安材料があり、なかなか一歩を踏み出せない人も多い。
つまり今、「移住」と「就農」の関心層のニーズに応える支援施策を打つこ
とが、農業関係人口を拡大する好機となる可能性を秘めている。

半数が
地方暮らしへの
意向あり

意向なし

 50.2％

意向あり

49.8％

東京圏在住者（20～59歳）の
地方暮らしへの意向

出典：内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 「移住等の増加に向けた広報戦略の立案・実施のための調査事業報告書  2020年3月」（地方創生サイト）の
       「第3章 移住に関するアンケート調査」をもとに株式会社マイナビが作成
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暮らしを見つめ直す人が増えた今こそ　

1
data

都市圏からの
「移住」「就農」

関心層の本音を知る。

テレワークが進み、仕事を変えなくても
移住できるようになったことは大きい

4

【
農
業
担
い
手
不
足
】

1

日
本
の
農
業
課
題

移
住
希
望
者
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
と
、

地
域
住
民
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
急
務

　
か
つ
て
移
住
は
社
会
の
一
線
か
ら
退
い
た
中

高
年
層
が
主
体
だ
っ
た
。
そ
れ
が
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
若
い
世
代
に

裾
野
が
広
が
っ
て
い
る
。

 

「
今
で
は
、
す
べ
て
の
世
代
で
移
住
が
一
般
化

し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
コ
ロ
ナ

禍
で
の
雇
い
止
め
な
ど
で
、
就
労
の
場
を
求
め

て
移
住
す
る
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
拡
大
傾

向
が
予
想
さ
れ
ま
す
」（
國
學
院
大
學
研
究
開
発

推
進
機
構 

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ

ー
准
教
授 

嵩
和
雄
さ
ん
）

　
移
住
先
で
の
仕
事
と
し
て
、
一
次
産
業
へ
の

関
心
が
以
前
よ
り
高
ま
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

 

「
就
農
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
」 

。

　
２
０
１
９
年
の
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
７
割
が

移
住
先
で
雇
用
就
労
を
希
望
し
て
い
た
と
い
う
。

 

「
セ
ン
タ
ー
へ
来
ら
れ
る
４
割
の
方
が
首
都
圏

出
身
者
で
、
農
家
の
暮
ら
し
が
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
就
農
を
希
望
さ
れ
る

方
で
も
、
ま
ず
は
別
の
仕
事
で
一
定
の
収
入
を

維
持
し
な
が
ら
、
生
産
法
人
な
ど
で
農
作
業
を

経
験
し
、
本
業
に
で
き
る
の
か
、
段
階
的
に
考

え
た
い
人
が
多
い
と
感
じ
ま
す
」

　
就
農
へ
の
道
筋
を
中
長
期
的
に
先
導
し
、
定

住
に
つ
な
が
る
人
材
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
た

め
、
行
政
は
就
農
に
関
す
る
情
報
だ
け
で
な
く
、

住
ま
い
や
子
育
て
、
農
業
以
外
の
地
域
の
仕
事

な
ど
、
全
方
位
的
に
情
報
を
提
供
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

 

「
移
住
と
就
農
の
部
署
間
で
縦
割
り
の
意
識
が

強
い
と
、
相
談
者
を
円
滑
に
つ
な
い
で
い
く
の

は
難
し
い
。
ま
ず
は
連
携
が
大
切
で
す
」

　
移
住
後
も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。

 

「
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
移
住

先
で
農
業
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
適
性
を

確
か
め
な
が
ら
、
最
終
的
に
就
農
へ
と
つ
な
い

で
い
く
や
り
方
も
有
効
だ
と
感
じ
ま
す
。
な
ん

と
な
く
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
、
と
い
う
人
に

と
っ
て
も
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
結
果
的
に
就

農
者
が
増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
移
住
や
就
農
に
関
し
て
は
、「
も
う
一
つ
、
大

き
な
課
題
が
見
逃
さ
れ
て
い
る
」
と
嵩
さ
ん
は

指
摘
す
る
。

 

「
受
け
入
れ
先
の
地
域
住
民
の
方
も
、
実
は
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
方
で
は
人
材
を
送
り

出
す
こ
と
が
多
い
一
方
で
、
地
域
外
か
ら
の
人

材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。

移
住
者
だ
け
で
な
く
、
地
元
住
民
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
施
策
も
必
要
な
の
で
す
」

　
行
政
は
、
移
住
者
を
増
や
す
施
策
だ
け
で
な

く
、
円
滑
な
移
住
者
受
け
入
れ
施
策
を
地
域
住

民
と
共
に
考
え
る
段
階
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

「
間
を
つ
な
ぐ
世
話
役
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存

在
で
、
移
住
者
の
定
着
率
は
違
っ
て
き
ま
す
」

　
地
域
に
根
ざ
す
人
材
を
増
や
す
上
で
も
、
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
言
え
そ
う
だ
。

「移住」から「新規就農」まで、
切れ目ない総合的アテンドを

50～59 歳

40～49 歳

30～39 歳

20～29 歳

認定NPO法人ふるさと回
帰支援センターのアドバイ
ザーも兼任している

 嵩
かさみ

和
かずお

雄さん

出典：内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 「移住等の増加に向けた広報戦略の立案・実施のための調査事業報告書  2020年3月」（地方創生サイト）の
       「第3章 移住に関するアンケート調査」をもとに株式会社マイナビが作成

生活関連
サービス業、娯楽業

0.0　　		5.0　　	10.0　　	15.0　　20.0　　25.0（％） （％）0.0	 0.5	 10.0	 15.0	 20.0	 25.0	 30.0	 35.0	 40.0

　23.0農業・林業

宿泊業、
飲食サービス業

医療、福祉

サービス業
（他に分類されないもの）

漁業　

製造業

　19.0

　18.0

　12.0

　12.0

　12.0

　12.0

移住を具体的に計画している層（※１）

の年代
※１　1年以内、または条件が整えばすぐに、ほぼ決めている地域への移住を考えている層

2
data

地方圏でやりたい業種（計画層）
～上位業種3

data

条件が整いさえすれ
ば移住を考えている
計画層（※１）の間で
は、農林業が人気だ

かつては第二の人
生を考える中高年が
中心だったが、若い
年齢層にも多いこと
が分かる11.3

22.5

28.4

37.8

5 

からの提言



29.1

（％）

27.3

17.8

9.9
6.0

13.8

7.9
4.1
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配サ
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新聞
・雑
誌通
販

38.0

コロナ禍で利用する機会や量が
増えた食品購入方法1

data

インターネットでの食料品購入について
（インターネット購入が増えた人に対しての設問）

地域と相性の良い販売チャネルを見極める

買
い
手
の
動
向
を
把
握
し
、

実
店
舗
と
E
C
で
売
り
分
け
を

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
食
需
要
の
落
ち
込
み
は
、

外
食
向
け
に
販
路
を
絞
っ
て
い
た
生
産
者
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
た
。
農
業
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
の
研
究
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
、
公
益
財
団
法
人
流
通
経
済
研
究
所
の
折
笠
俊

輔
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

 

「
外
食
の
需
要
は
落
ち
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
前
提
が
覆
っ
て
し
ま
い

３つまで
変化があった人

ポイント
1

現物を見て買えないため生
鮮品のインターネット購入
率は高くなかったが、高齢
者を中心にコロナ禍で需
要が急増している

16

飲食店などへの営業自粛、時短営業により、食材の需要が落ち
込む一方で、ネット販売や直売所など、一般消費者へ向けた新
たな販売チャネルや流通サービスの可能性が浮上してきてい
る。社会情勢の変化を販路拡大につなげるには、自治体やJAに
も迅速かつ細やかな対応が求められる。

生
鮮
食
品
の
買
い
方
と
流
通
に
変
化
の
兆
し

販
路
拡
大
で

失
敗
し
な
い

2
大
ポ
イ
ン
ト
。

【
販
路
の
固
定
化
】

2

日
本
の
農
業
課
題

出典：「消費者動向調査（2020年７月調査）食の志向等に関する調査結果」 
　　  日本政策金融公庫 農林水産事業本部 

インターネットでの食料品購入について
（インターネット購入が増えた人に対しての設問）2

data

地域の実態に合わせた
販売チャネルと売り先3

data

ま
し
た
。
販
売
先
、
出
荷
先
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
組
み
替
え
、
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
こ
と
の
必
要

性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
」

　
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、内
食
・
中
食
が
増
え
た
こ
と

で
急
速
に
伸
び
て
い
る
の
が
Ｅ
Ｃ
チ
ャ
ネ
ル（E

-
C

om
m

erce

：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
の
流

通
経
路
）
だ
。

 

「
外
出
を
控
え
る
人
が
増
え
、
Ｅ
Ｃ
で
の
食
材
購

入
率
が
増
加
し
ま
し
た
。
利
便
性
の
高
さ
に
気
づ

き
、
コ
ロ
ナ
後
も
利
用
を
継
続
す
る
人
は
多
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ
レ
の
日
に
外
食
で
き
な
く
な

っ
た
こ
と
で
、
特
別
感
の
あ
る
も
の
を
取
り
寄
せ

て
自
宅
で
楽
し
む
動
き
も
目
立
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
の
一
方
で
、
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
な
ど
で
の

購
買
が
衰
退
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。

 

「
今
後
は
、
消
費
者
の
Ｅ
Ｃ
と
実
店
舗
の
使
い
分

け
が
進
む
と
思
い
ま
す
。
希
少
品
種
や
伝
統
野
菜

の
ほ
か
、
有
機
栽
培
や
朝
採
れ
の
よ
う
に
鮮
度
を

売
り
に
し
た
野
菜
な
ど
、
付
加
価
値
の
高
い
も
の

は
Ｅ
Ｃ
で
購
入
し
、
近
所
で
も
買
え
る
常
備
野
菜

な
ど
は
、
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
で
買
う
と
い
う
よ

う
な
形
で
す
。
生
産
者
や
自
治
体
、
Ｊ
Ａ
も
、
消

費
動
向
に
合
わ
せ
て
農
産
物
を
売
り
分
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
」

地
域
の
実
態
に
合
っ
た

販
売
チ
ャ
ネ
ル
を
選
ぶ

　
そ
の
際
、
地
域
の
実
態
や
戦
略
に
合
っ
た
販
売

チ
ャ
ネ
ル
を
選
び
、
あ
る
程
度
出
荷
ロ
ッ
ト
を
揃

え
た
上
で
、
売
り
先
を
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
。

 

「
大
規
模
産
地
な
ら
、
出
荷
ロ
ッ
ト
も
大
き
く
設

定
し
、
大
規
模
流
通
を
相
手
に
し
た
方
が
効
率
的

で
す
。
今
後
は
そ
れ
を
す
べ
て
市
場
に
卸
す
の
で

は
な
く
、
契
約
栽
培
を
増
や
し
た
り
、
地
元
消
費

の
割
合
を
高
め
た
り
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、
ホ

テ
ル
な
ど
売
り
先
を
分
散
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
一
方
、
有
機
栽
培
や
少
量
多
品
種
の
栽
培
に

取
り
組
む
生
産
者
が
多
い
地
域
な
ら
、
Ｅ
Ｃ
を
積

極
的
に
活
用
し
、
個
人
消
費
者
や
こ
だ
わ
り
の
あ

る
小
売
り
、
飲
食
店
な
ど
取
引
先
の
タ
イ
プ
を
広

げ
て
い
く
と
良
い
で
し
ょ
う
」

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
が
窓
口
と
な
り
、
生
産
者
に
販
売

先
の
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

 

「『
直
売
』『
小
売
り
』『
市
場
』『
外
食
』
な
ど
、販

売
先
ご
と
に
個
別
の
部
会
を
作
り
、
適
し
た
規
格

や
サ
イ
ズ
を
指
定
し
て
栽
培
・
販
売
し
ま
す
。取
引

先
が
Ｊ
Ａ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
販

路
を
意
識
し
て
よ
り
主
体
的
に
生
産
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
販
路
開
拓
に
際
し
て
重
要
な
の
が
、
取
引
先
と

の
信
頼
関
係
だ
。
緊
急
時
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
も

つ
な
が
る
と
い
う
。

 

「
生
産
側
は
約
束
し
た
ク
オ
リ
テ
ィ
の
品
と
量
を

確
実
に
納
め
、
買
い
手
も
約
束
し
た
量
を
約
束
し

た
値
段
で
買
い
取
る
こ
と
を
念
頭
に
、
取
引
を
進

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
ト
ラ
ブ
ル
の
対
策
に

は
コ
ス
ト
も
時
間
も
か
か
り
ま
す
。
う
ま
く
稼
動

し
て
い
る
時
に
こ
そ
手
を
打
つ
べ
き
で
す
」

　
販
路
の
固
定
化
は
従
来
か
ら
課
題
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
コ
ロ

ナ
禍
を
迎
え
、
そ
の
弊
害
が
露
呈
し
た
。
コ
ロ
ナ

に
限
ら
ず
、
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
緊
急
事
態
は

い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
。
ど
ん
な
事
態
が
生
じ
て

も
柔
軟
に
販
売
先
を
振
り
分
け
ら
れ
る
よ
う
、
常

に
複
数
の
販
路
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
は
、
流
動

性
の
高
い
時
代
を
生
き
抜
く
農
業
経
営
に
不
可
欠

な
観
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

地域と相性の良い販売チャネルを見極める

出荷ロットや販売チャネルは
産地の実態や戦略に合わせ
て選び、その中で売り先を多
様化していくことが求められる

利便性の高さや、
近 所のスーパー
や小売店では買
えないものが買え
るなどECの魅力
を知った人は、コ
ロナ収束後も利
用を継続すること
が見込まれる

今後も
積極的に

利用したい

（利用が増加した）
現状程度

52.0％
23.0％

利用が
増加する前に
戻る

利用が増加する
前より減らしたい、

やめたい

5.6％

※data1,data2 ともに

卸売り市場
大手スーパー
飲食チェーン
ホテル
食品メーカー
 ︙

一般消費者
個人経営の飲食店
コンセプト型の小売店
 ︙
直売所
マルシェ
 ︙

販売チャネル → → → 売り先地域の
実態・戦略 出荷ロット

大
（例：1t～、

パレット単位）

小
（1㎏～、

箱単位）

付 加 価 値を追
求 する個 人 生
産者が多い

（有機栽培、少量
多品目栽培など）

大規模
産地

大規模
流通

直販

EC

ポイント
2

19.4％
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2010   2011   2012   2013   2014   2015   2016   2017   2018   2019
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10 

0

（万ha）

転貸面積
集積率

（％）

48.1 47.9
48.8 48.7

50.3

52.3
54.0

55.2
56.2

57.1

2.4

10.0
14.2

18.5
22.2

25.4

出典：「農地バンクによる農地の集積・集約化（2019年度）」農林水産省

1
data 全耕作放棄地面積に占める

担い手利用面積シェアと農地バンクの
取り扱い実績（転貸面積）

2014年以降、担い手への農地集積は上昇しており、2019年時点
で57.1％が転貸されている

40

耕作放棄地の中間的受け皿となる
「農地中間管理機構」により農地の
集積と集約に、一定の成果は出てい
るものの、集約に向かない農地につ
いては活用が伸び悩んでいる。一方
で、「体験農園」や「貸農園」で「農
のある暮らし」を求める農業関心層
は増えており、「小さな農業」で耕作
放棄地を活用したいと考える人の存
在が見えてきた。行政はこの動きを
どう捉え、行動すべきなのか。

1 8 0 度 視 点 を 変 え て、新 た な 解 決 策 を 探 る

耕作放棄地を
「小さな農業」に

開放する。

【
耕
作
放
棄
地
】

4

日
本
の
農
業
課
題

40

0 （％）5 10 15 20 30 4025 35 45 50

出典：農林水産省「農地中間管理事業の5年後見直しについて（2018年11月）」
      農地中間管理機構の活動状況等に関するアンケート調査（市町村向け調査）より

耕作放棄地面積の
推移2

data

中山間地域における農地中間管理機構の
活用を進めるために必要なこと3

data

思
い
切
っ
た
施
策
が

耕
作
放
棄
地
を
蘇
ら
せ
る

　
現
在
、
集
積
さ
れ
た
耕
作
放
棄
地
の
う
ち

全
国
平
均
で
57
・
1
％
が
活
用
さ
れ
、
国
は

２
０
２
３
年
ま
で
に
8
割
の
活
用
を
目
指
し
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
2
割
は
耕
作
さ
れ
な
い
ま

ま
残
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
（
図
1
）。

 

「
規
模
拡
大
だ
け
で
は
、
耕
作
放
棄
地
は
解
消

で
き
な
い
。
今
、
時
代
は
逆
転
し
て
い
て
、
農

業
の
世
界
で
は
担
い
手
不
足
と
言
わ
れ
て
い
る

の
に
、
一
般
の
人
は
暮
ら
し
の
中
で
、
農
的
な

時
間
を
求
め
て
い
る
。
小
農
的
な
活
動
を
し
た

い
人
に
向
け
て
、
耕
作
放
棄
地
を
使
い
や
す
く

す
れ
ば
、
地
域
課
題
な
ど
複
合
的
に
問
題
が
解

決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
株
式
会
社
マ
イ

フ
ァ
ー
ム
代
表
の
西
辻
一
真
さ
ん
は
現
状
を
見

て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
地
の
解
消
を
目

指
し
て
起
業
し
、
貸
農
園
や
農
業
学
校
の
運
営

な
ど
農
業
関
係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を
数

多
く
手
掛
け
る
西
辻
さ
ん
は
、
耕
作
放
棄
地
を

三
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
捉
え
る
。

　
一
つ
は
都
市
部
の
遊
休
地
。
農
業
関
係
人
口

を
増
や
す
入
り
口
と
し
て
体
験
農
園
や
貸
農
園

と
し
て
活
用
で
き
、コ
ロ
ナ
以
降
、需
要
が
急
激

に
高
ま
っ
て
い
る
。
二
つ
目
は
農
業
者
が
頑
張

っ
て
い
る
「
産
地
」
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
。
こ

こ
で
は
集
積
・
集
約
化
を
す
す
め
、
地
域
の
担

い
手
農
家
や
農
業
法
人
が
耕
作
地
に
戻
す
。
三

つ
目
が
中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄
地
だ
。

 

「
専
業
農
家
に
お
い
て
、
収
益
化
や
集
約
化
が

難
し
い
と
判
断
さ
れ
た
条
件
的
に
厳
し
い
農
地

で
す
。
こ
こ
で
新
規
就
農
者
が
従
来
型
の
農
業

で
収
益
を
上
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
し
、
リ
ス

農的な時間を求める人々を
耕作放棄地の新たな開拓者に

過疎化や高齢化が進む中山間地域では、地域外からの参入者も必要とされている

受け手の
掘り起こし

地域外からの
参入者の掘り起こし

農地整備の
実施

地域での
話し合いの推進

その他

49.0

41.0

48.0

39.0

12.0

土地持ち非農家の耕作放棄地が年々増え、2015年は全体のおよそ半
分を占めている

出典：「荒廃農地の現状と対策について」P2　農林水産省　2020年4月

ク
が
高
過
ぎ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
格
的
な
収

益
化
を
目
指
す
と
い
う
よ
り
、
家
庭
菜
園
を
趣

味
で
や
り
た
い
人
や
、
半
農
半
X
で
農
的
な
暮

ら
し
を
求
め
て
い
る
『
小
さ
な
農
業
』
を
し
た

い
人
へ
開
放
し
て
ほ
し
い
の
で
す
」

　
そ
こ
に
立
ち
は
だ
か
る
の
が
農
地
法
だ
。
農

地
法
で
は
５
０
０
０
㎡
以
上
（
北
海
道
は
２
h 

a
）
で
な
け
れ
ば
、
貸
借
・
売
買
で
き
な
い
。

２
０
０
９
年
か
ら
は
各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
、
下
限
面
積
を
下
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
最
低
10 

a
（
１
０
０
０
㎡
）

以
上
と
な
る
。
移
住
施
策
と
し
て
「
空
き
家
バ

ン
ク
」
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
に
付
属
す
る
農

地
に
つ
い
て
は
、
下
限
面
積
を
さ
ら
に
低
く
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
、
1
ａ
（
１
０
０
㎡
）
か

ら
農
地
取
得
を
可
能
に
し
て
い
る
自
治
体
も
出

て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
家
庭
菜
園
が
で
き
る
程

度
に
農
業
を
始
め
た
い
と
い
う
希
望
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
対
応
し
た
も
の
だ
。

7
ペ
ー
ジ
に
登
場
し
た
岐
阜
県
白
川
町
の
よ
う

に
、０
・
０
１
a
（
１
㎡
）
か
ら
取
得
で
き
る
よ

う
、
大
幅
に
下
げ
た
自
治
体
も
あ
る
。

　
２
０
１
５
年
時
点
で
、
全
国
の
耕
作
放
棄
地

は
42
・
3
万
h 

a
（
図
2
）
と
な
っ
て
い
る
。

 

「
例
え
ば
、
日
本
の
人
口
の
半
分
に
あ
た
る
約

5
0
0
0
万
人
が
1
ａ
（
１
0
０
㎡
）
の
農
地

を
使
う
こ
と
で
解
消
で
き
る
。
た
く
さ
ん
の
人

に
小
さ
な
農
地
を
活
用
し
て
も
ら
う
方
が
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
現
実
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
小
さ
な
農
業
こ
そ
が
、
耕
作
放
棄
地
解
消

の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
」

　
収
益
化
ま
で
に
は
至
ら
な
い
け
れ
ど
、「
農
」

の
あ
る
暮
ら
し
を
求
め
る
人
た
ち
を
、
将
来
的

な
農
業
関
係
人
口
と
し
て
捉
え
る
時
機
が
到
来

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

※耕作放棄地の統計データは
2015年をもって終了。今後は2
008年より統計が始まった荒廃
農地のデータに一本化される
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総農家　　　

土地持ち非農家

1975	 1980	 1985	 1990	 1995	 2000	 2005	 2010	 2015

（万ha）
60

	40

	20

	
0

13.1 12.3 13.5

21.7 24.4

34.3 
38.6 39.6

42.3




